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北
海
道
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
要
綱
」
改
正
の
概
要

（
令
和
３
年
３
月
１
９
日
）

改
正
の
趣
旨

｢
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
特
措
法
）
｣
及
び
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
感
染
症
法
）
｣
等
、
関
係
法
令
の
改
正
を
踏
ま

え
、
道
の
「
対
策
要
綱
｣
を
改
正

改
正
の
概
要
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■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
感
染
症
法
に
お
け
る
｢
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
｢
対
策
要
綱
」
の
定
義
を
変
更
。
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■
警
戒
ス
テ
ー
ジ
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
全
道
で
の
取
組
を
基
本
と
し
つ
つ
、
感
染
状
況
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
、
｢
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
の
国
へ
の
要
請
を
含
め
特
定

の
地
域
や
業
態
を
対
象
と
す
る
措
置
を
検
討
し
、
実
施
す
る
こ
と
を
規
定
。

※
特
措
法
改
正
を
踏
ま
え
、
｢
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
の
国
へ
の
要
請
を
検
討
す
る
と
い
う
道
の
考
え
方
を
対
策
本
部
で
決
定
（
３
／
５
）
。
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■
上
記
の
考
え
方
に
基
づ
く
｢
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
の
国
へ
の
要
請
や
事
業
者
・
住
民
へ
の
感
染
防
止
の
協
力
要
請
を
行
う
際
に
、
道
は
事
前
に
有
識
者
会
議
及
び
専
門
会
議
の

意
見
等
を
聴
取
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
旨
を
｢
対
策
要
綱
」
に
追
加
。
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三 三三三
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
た
に
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
病
原
体
と
す
る
感
染
症
で
あ
っ
て
、
一
般
に
国
民
が
当
該
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
た
に
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
病
原
体
と
す
る
感
染
症
で
あ
っ
て
、
一
般
に
国
民
が
当
該
感
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症
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対
す
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免
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し
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な
っ
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
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を
病
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す
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感
染
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で
あ
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、
一
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国
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当
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症
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す
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免
疫
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獲
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し
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新
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コ
ロ
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ウ
イ
ル
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感
染
症
（
新
た
に
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
病
原
体
と
す
る
感
染
症
で
あ
っ
て
、
一
般
に
国
民
が
当
該
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
当
該
感
染
症
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
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い
こ
と
か
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、
当
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感
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症
の
全
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的
か
つ
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速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
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が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
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影
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い
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。
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を
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止
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た
め
必
要
が
あ
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と
認
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る
と
き
は
、
新
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イ
ン
フ
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エ
ン
ザ
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の
潜
伏
期
間
及
び
治
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ま
で
の
期
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並
び
に
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状
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事
が
定
め
る
期
間
及
び
区
域
に
お
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
状
況
に
つ
い
て
の
政
令
で
定
め
る
事
項
を
勘
案
し
て
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
業
態
に
属
す
る
事
業
を
行
う
も
の
に
対
し
、
営
業
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定
め
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に
お
い
て
、
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イ
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定
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定
め
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い
て
、
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イ
ン
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エ
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ザ
等
の
発
生
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況
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い
て
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で
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る
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措
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必
要
が
あ
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と
認
め
る
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を
行
う
も
の
に
対
し
、
営
業

時
間
の
変
更
そ
の
他
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
重
点
区
域
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
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措
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定
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イ
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措
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時
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の
他
国
民
生
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び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
重
点
区
域
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
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北海道新型コロナウイルス感染症対策要綱 

 

 

 

第１ 目的 

   この要綱は、北海道における新型コロナウイルス感染症対策に関する基本的

事項等を定め、道民、事業者の理解と協力の下、関係者が相互に連携し、新型コ

ロナウイルス感染症への的確かつ迅速な対応を図ることを目的とする。 

 

第２ 定義 

 １ 新型コロナウイルス感染症 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に

関する法律（平成 10 年法律第 114 号。以下「感染症法」という。）第６条第７項

第３号に規定する新型コロナウイルス感染症をいう。 

 ２ 新型コロナウイルス感染症対策 新型インフルエンザ等対策特別措置法（平

成 24 年法律第 31 号。以下「特措法」という。）第 22 条第１項の規定に基づき北

海道新型コロナウイルス感染症対策本部が設置された時から、特措法第 25 条の

規定に基づき廃止されるまでの間において、北海道が実施する対策（以下「対策」

という。）をいう。 

 

第３ 対策に関する基本的事項 

１ 総合的な対策の実施 

(1) 道は、感染症法及び特措法等の関係法令、北海道新型インフルエンザ等対策

行動計画、北海道新型コロナウイルス感染症対策の対処方針に基づき、総合的

かつ効果的に対策を実施する。 

(2) 道は、社会経済に及ぼす影響を十分に考慮し、感染拡大防止と社会経済活動

の維持・確保の両面から対策を実施する。 

(3) 道は、対策の進捗状況等について点検を行い、より効果的な対策の実施に努

める。 

 

２ 市町村等関係者との連携 

(1) 道は、対策の実施に当たり、国、都府県、市町村その他関係機関・団体等と

連携・協力を図る。 

(2) 道は、保健所設置市をはじめ、住民に最も身近な行政機関である市町村との

感染状況等の情報共有に努めるとともに、相互に連携し対策を実施する。 

 

３ 道民及び事業者の理解・協力 

(1) 道は、道民及び事業者に対し、感染状況をはじめ、新型コロナウイルス感染

症に関する正しい知識、新たな知見を踏まえた予防行動などについて、適時・
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適切に情報発信を行い、対策への理解と協力を得られるよう努める。 

(2) 道は、道民及び事業者が感染リスクの低減に資するライフスタイルやビジ

ネススタイルを実践する「新北海道スタイル」の浸透・定着を促進する。 

(3) 道は、道民及び事業者に対し、感染者の早期発見に有効な北海道コロナ通知

システム及び国の接触確認アプリ（COCOA）の活用を促進する。 

 

４ 感染者情報の公表 

(1) 道は、新型コロナウイルス感染症に罹患した者の年代、性別、国籍、居住地、

行動歴等の情報に関する公表については、国の公表基準を踏まえつつ、別に定

める基準に基づき適切に実施する。 

(2) 感染者情報の公表に当たっては、個人が特定されないよう十分配慮する。 

 

 ５ 人権侵害の防止 

道は、新型コロナウイルス感染症に関する差別や偏見、誹謗中傷など、感染者

やその家族、医療従事者等の人権を侵害する行為を防ぐため、正しい知識の普及

や理解促進、正確で適切な情報提供、冷静な行動に向けた働きかけ、相談対応そ

の他の必要な取組を実施する。 

 

第４ 対策の立案、決定及び実施に関する事項 

１ 北海道新型コロナウイルス感染症対策本部 

道は、対策に関する総合調整及び重要事項の決定は、北海道新型コロナウイル

ス感染症対策本部において実施する。 

 

２ 警戒ステージの設定と運用 

(1) 道は、感染拡大の兆候を早期に捉え、感染状況や医療提供体制への負荷の状

況などに応じた対策を的確に講ずるため、目安となる段階的な指標と各段階

における注意喚起や協力要請などの対応の考え方を示す警戒ステージを設定

する。 

(2)  警戒ステージの運用に当たっては、全道域での取組を基本としつつ、感染

状況等を踏まえ、必要に応じて、特措法第 31 条の４第６項に基づくまん延防

止等重点措置の国への要請を含め特定の地域や業態を対象とする措置を検討

し、実施する。 

(3) 行動等の制限につながる協力要請を行う場合には、特措法に基づき実施す

るとともに、その制限は必要最小限とする。 

(4) 施設の使用制限等に関する協力要請を行う場合には、事業者の理解と協力

が得られるよう、迅速な情報提供や適切な支援を検討するなど、実効性の確保

に努める。 
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３ 北海道新型コロナウイルス感染症対策有識者会議の設置 

(1) 道は、対策の立案、決定及び実施に当たり、必要な意見を聴取するため、医

療、福祉、経済、産業、労働、教育、法務、地方行政等の有識者等で構成する

北海道新型コロナウイルス感染症対策有識者会議（以下「有識者会議」とい

う。）を設置する。 

(2) 有識者会議の組織及び運営に関し必要な事項は、別に定める。 

 

４ 意見等の聴取 

(1) 道は、対策の立案、決定及び実施に当たっては、必要に応じ、前項に定める

有識者会議のほか、北海道感染症危機管理対策協議会設置要綱に基づき設置

する新型コロナウイルス感染症対策専門会議（以下「専門会議」という。）の

意見や見解を聴取する。 

(2) 以下の措置を行う場合は、事前に有識者会議及び専門会議の意見等を聴取

するとともに、事前に市町村や関係団体等へ情報提供する。 

   ただし、各会議について、緊急を要するなど開催が困難な場合には、構成員

から個別に意見等を聴取することができる。 

① 警戒ステージの移行に関する措置 

② 特措法第 31 条の４第６項に基づく国への要請 

③ 特措法第 24 条第９項、第 31 条の６及び第 45 条に基づく措置 

 

第５ その他 

この要綱に規定するもののほか、この要綱の施行に関し必要な事項は、別に定

める。 

 

附則 

 この要綱は、令和２年 12 月 24 日から施行する。 

 

附則 

 この要綱は、令和３年３月 19 日から施行する。 



「北海道新型コロナウイルス感染症対策有識者会議」設置要綱 

 

  （設置） 

第１条 道における新型コロナウイルス感染症対策（以下「対策」という。）の立案、決定及び実施等に

当たり、幅広い見地から必要な意見を聴取するため、北海道新型コロナウイルス感染症対策要綱第４の

３に基づき、北海道新型コロナウイルス感染症対策有識者会議（以下「会議」という。）を設置する。 

 

  （構成員） 

第２条 会議は、医療、経済、産業、労働、教育、行政等に関し専門的な知見を有する者として、別表に

掲げる者（以下「構成員」という。）をもって構成する。 

 

  （会議） 

第３条 会議は、担当副知事が招集する。 

２ 会議に座長を置く。 

３  座長は、構成員のうちから担当副知事が指名し、会議で決定する。 

４  座長は、会議における議事の進行を行う。 

５  座長が事故等により不在の場合は、担当副知事があらかじめ指名する者がその職務を代行する。 

６ 担当副知事は、特に必要があると認めるときは、構成員以外の者に会議への出席を求め、意見を聞く

ことができる。 

 

  （事務局） 

第４条 会議の事務局は、北海道総合政策部政策局に置く。 

 

  （その他） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、担当副知事が定める。 

  

附 則 

  この要綱は、令和２年12月24日から施行する。 
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（別表） 

「北海道新型コロナウイルス感染症対策有識者会議」構成員 

 

令和３年７月１日現在 

（敬称略、50 音順） 

氏 名 役  職 分野 

 

石井 吉春 

 

北海道大学公共政策大学院客員教授 

 

経済 

 

加藤 敏彦 

 

 

北海道老人福祉施設協議会 副会長 

 

 

介護 

 

柴田 達夫 

 

北海道町村会常務理事 

 

行政 

 

柴田 倫宏 

 

北海道農業協同組合中央会 専務理事 

 

産業 

 

瀬尾 英生 

 

北海道経済連合会専務理事 

 

経済 

 

髙橋  聡 

 

 

札幌医科大学感染制御臨床検査医学講座教授 

 

医療 

 

田端 綾子 

 

弁護士（ラベンダー法律事務所） 

 

法律 

 

坪田 伸一 

 

日本労働組合総連合会北海道連合会 

総合政策局長 

 

労働 

 

出井 浩義 

 

 

北海道市長会事務局長 

 

行政 

 

水上 丈実 

 

北海道教育大学大学院教育学研究科 

高度教職実践専攻教授 

 

教育 

 

三戸 和昭 

 

（一社）北海道医師会常任理事 

 

医療 
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